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臼田
1995年～2002年



１０ｍアンテナ

「はるか」基準信号送信、
観測信号の受信を行う。

川口さんはこの通信系を
作って運用する担当だっ
た。

スペースVLBI計画
「はるか」 1997年2月12日打ち上げ

６４ｍアンテナ
通常は深宇宙通信用。

「はるか」とのＶＬＢＩ観測を行う電
波望遠鏡としても使われる。藤沢
はこの観測系の担当だった。

http://www.vsop.isas.ac.jp/bigant.html


臼田の観測所内



川口さんから学んだこと
• 観測装置に関すること

• 業者との付き合い方

• 装置を作るということ

• 「新しい研究は、新しい装置
から生まれる」

川口さんは技術とエンジニアを大切にする人。

逆に、天文学者には軽んじられることがあったようだ。
あるとき珍しくちょっと憤った様子で「僕の退官記念の
会には、天文学者は呼ばない！お世話になった技術
者だけを呼ぼう」と言っていたことを覚えている。



ただ、川口さんは運用することには興味がない



臼田64mアンテナ
鹿島34mアンテナ

宇宙科学研究所臼田宇宙空間観測所
（長野県南佐久郡臼田町） 208km

CRL鹿島宇宙通信研究センター
（茨城県鹿嶋市）

相関処理装置

NTT武蔵野研究開発センター
（東京都武蔵野市）

NTT超高速実験ネットワーク

1Gbps

光結合VLBI
1996～現在



ＮＴＴ（魚瀬さんほか、みなさ
ん）との協力で、新しい研究
を始めた。川口さんの野望
と熱意に皆が動かされた。



川口さんから学んだこと

• 様々な人と協力すること

• 「会いに行ってきた。宇宙の話をしてきた」

• 新しいこと（海のものとも・・・）に取り組むこと



世界初の1GBPS実時間VLBIフリンジ

2001年6月23日
臼田64m－鹿島34m





ＭＣＧ＋０８－１１－１１（検出）
電波の活動性のほとんどをブラックホールが支配

光学像
上：ＨＳＴ
下：ＳＤＳＳ

電波像
（ＶＬＡ）



ウルトラコンパクトＨＩＩ領域

（すばる望遠鏡撮影）
オリオン大星雲中には誕生したばかりの高温の星に照らされて
輝いているガスのかたまり＝ウルトラコンパクトＨＩＩ領域が存在
その構造を観測する



普通の恒星の電波

• 超巨星

– 検出可能な強度の電
波を放射する大気を
持つ天体が複数ある

– ベテルギウス、アンタ
レス、ＰＣｙｇ、・・

• 干渉計ではほぼ点に
みえる恒星のサイズ
を測定する

（ハッブル宇宙望遠鏡撮影）

川口さんのすごいところ
すべての人に平等。
大会社の社長にも学生にも同じように接する。常人にはまねできない。

もしかすると、台長や社長に遠慮するやりかたを知らなかったのかも。



惑星状星雲

• 惑星状星雲

– 恒星の終末期のガス放出

• 複雑な構造が発生する
時期の状態の観測

• 恒星の光、周囲ガスの相
互作用の観測

（ハッブル宇宙望遠鏡撮影）

川口さんのすごいところ

プレゼンがうまい。ストーリーの組み立て方、データの見せ方、話の
仕方など、いろいろ学ぶことがあった。

それで多くの人が「その気」になるのを見た。

ただし、プレゼンが素晴らしいのは自分が興味を持って真剣に考えた
対象のみ。そうでない場合は・・・。



川口さんから学んだこと

• 臆せず、いろんなところに乗り込んでいく

• いろんな人が興味を持ってくれる、どんどん仲間が増える

• 自分の研究が楽しい、それが周りの人にも伝わる

国土地理院

ＫＥＫ

助手の仕事

やり散らかし・やりっぱなしの教授の仕事をフォローし、次々あふれて
こぼれおちるアイディアを拾い集め、共同研究者にも気を使い、トラブ
ルがあれば第三者に調停を頼む。



尊敬する川口さん

2004/09/16



川口さんから学んだこと

• 仕事も、息抜きも大いに楽しむこと

• 人の輪が広がる



山口
1999年～現在



ＫＤＤＩ（旧ＫＤＤ）との共同研究
• 背景

– ＫＤＤと天文台
• 超高速光ファイバネットワークの実験的ユーザを
捜していたＫＤＤと、光結合ＶＬＢＩの発展を模索し
ていた天文台（川口氏）が共同研究に向けて調査
を開始（１９９９・０７）

– 共同研究への経過
• ＫＤＤ ： ネットワーク、アンテナの提供

• 天文台： 天文学研究に応用

• その後、ＫＤＤ山口３２ｍアンテナを「天文台に譲
渡」する方針となる

• ２０００年６，７月に３２ｍアンテナの基礎的な調査

• ２２ＧＨｚ観測にも使えることを確認

（2000年に書いた文書）



ＫＤＤＩ（旧ＫＤＤ）との共同研究

• 共同研究の形態
• ＫＤＤ ： ネットワークの提供、アンテナの譲渡

• 天文台： 天文学研究に応用（高感度ＶＬＢＩ発展形、ＶＥＲＡ
への支援、天体イメージング）

• 天文台側の受け入れ態勢
• 地球回転研究系が受け入れ部門（代表：河野）

• 地域大学との連携

– 広島市立、山口、九州、九州東海、・・・

• 天文台内の議論を経て、９月末に協定書に調印
• 共同研究第１期 ２００１／０９－２００３／０８

• ３２ｍアンテナ譲渡 ２００１／０９／０１

将来は地域大学・大学連合が運用することも視野に



ＫＤＤ山口衛星通信局全景と３２ｍアンテナ

３２ｍ
（第４）アンテナ

中国自動車道からよく見える



研究内容（2001年に書いた文書）

• 大目標
• 超高感度、実時間観測を実現する電波望遠鏡

• 大口径、独自の研究テーマを展開

• 検討中の研究内容
• 天文学的成果

• 光結合による超高感度観測→熱的天体、微弱天体観測

• ＨＲ１０９９、θ1A Oriなどの連星系

• メタノールメーザ（原始惑星系円盤が見えるか？）

• ＡＧＮ、フレア星等の強度変動天体

• ・・・

• 工学的研究

• ΔＶＬＢＩによる探査機追尾

• インターネットＶＬＢＩ

• 最大努力で、できる範囲で遂行する



日本列島を電波望遠鏡に

岩手県水沢局（２０ｍ）

長野県臼田局（６４ｍ）

長野県野辺山局（４５ｍ）

茨城県鹿嶋局（３４ｍ）

鹿児島県
入来局（２０ｍ）、姶良局（１０ｍ）、鹿児島局（６ｍ）

茨城県筑波局（３２ｍ）

 電波望遠鏡はまん
べんなく分布するこ
とが重要

 空白地域に新しい
電波望遠鏡を！

観測局空白地域

山口局
（３２ｍ）



２００１年８月、試験受信の様子
ＮＨＫで放送されました

下井倉さん

山内さん

氏原さん
千代島さん 寿所長

森野さん

川口さん

黒田さん 下市さん

泉谷さん（ＮＨＫ）

ＮＨＫさん



川口さんから学んだこと

• 突拍子もないことを考え、言い出す（前例にとらわれない）

• 自分でやる、やろうとする

• 実力を持つ



誤差電圧入力部調査

通信用アンテナを
電波望遠鏡に改造するということ

• 良く考えること

• 「同じ人間が考えたことだ
から、そんなに難しいこと
はないよ」



現地調査（2001年）

宮澤さん、イシツカさん（2003年？）

追尾システム調整中
（2002年）



ホーンカバーの空気漏れ実験（2003年夏）



川口さんと小林さん

２０年前から変わっていない・・・



6.7GHZメタノール・メーザのこと

６．７ＧＨｚ受信機・周波数変換器

その将来性や意義は、実は
川口さんもよくわかっていなかった。
しかし、私のやりたいようにやらせてくれた。



Bursting activity in G33.64-0.21
observed with 6.7GHz methanol

(Fujisawa et al. 2012)

• 大質量星形成領域G33.64-0.21
• ６個のスペクトル成分の１つだけが急激な強度変動



メタノール・メーザの内部固有運動計測
SUGIYAMA ET AL. (2011, 2014)



ＪＶＮと上海25mでメタノール・メーザの内部固有運動を系統的に研究
これが完成すれば、学問の発展に大きく寄与できる



Telescopes for the survey

Shanghai 25m

VERA 20m x 4

Ibaraki 32m (Hitachi)Usuda 64m

Yamaguchi 32m





東アジア相関器完成式典
2010/05/14@ソウル



山口大学で集中講義（2002年度）

• 川口さんが天文学の講義をする
のはどうかな、と思ったのだが、
心配無用だった

• 私自身が学ぶことが多かった

• 川口さんに、大人の態度を学ん
だこともあった（教授学は学ばな
かった）。

• なんとなく、腹の中で「妖怪教授」
と呼んでいたこともあった



来訪者多数

オーストラリア・アメリカから山口に視察に来られた研究者の方々と学生



２００３年１２月 日韓ＶＬＢＩ共同研究連絡会＠山口大学



arXiv:1405.7214v1



山口３２Ｍ電波望遠鏡がもたらしたこと

• 教育・普及に多大な貢献

• 学士52名、修士15名、論文投稿27編（主著13編）、学会発表
多数

• 山口県に天文学研究の拠点を形成

• メーザ・星形成、ＡＧＮの研究を行い論文を書く実力のあるグ
ループ形成

• 東アジアの研究拠点に発展へ

• 電波天文学に新しい風を吹き込んだ

• 茨城、ペルー、アフリカにも少し影響したか？

これらは川口さんがいたからこそ達成できた



川口さんから学んだこと
• 技術の大切さ

• 人とのつながり

• 純真さと金取り仕事

• 突破力（馬鹿力）

• 少々周りに迷惑をかけて
も気にしない

• 天才だからできること？

• むしろ迷惑をかけに行く、く
らいのつもりでないと

• 失敗してもよい

• 失敗を恐れすぎない

• 後進を大切にする

• 川口さんが人を叱っている
のを見たことがない

• すべての人に平等

• 君子は豹変してもよい

• 瞬間論理

• まだまだほかにも・・・

この程度では書き尽くせない



将来に向かって：川口さんから学んだことを
どう活かそうか？

「いや、学んだことを大切にしすぎるようじゃだめだよ！」

天才のまねはできない。そもそも無理なこと、意
味もない。

そうではなく、自分でよく考えて、自分のやり方
を見出すしかない。
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